
﹁
熱
技
術
﹂で
新
た
な
価
値
創
造

　

尾
崎
　

彰
氏

中
外
炉
工
業

　
　
　
　
　
　
環
境
に
配
慮
し
た
技
術
・
設
備
の
研
究
開
発
推
進

略
　

歴

２月の普通線材輸入

％増の．万㌧
韓国材、高水準続く

大
同
特
殊
鋼

ホ

ム
ペ

ジ

リ
ニ


ア
ル

﹁
分
か
り
や
す
く


見
や
す
く
﹂特
徴

韓
ポ
ス
コ
ケ
ミ
カ
ル
が
建
設

人
造
黒
鉛
系
負
極
材
の
新
工
場

億円投資

新
型
コ
ロ
ナ
対
応

２
月

％
減
も
高
水
準

溶
融
亜
鉛
め

き
鋼
板
輸
入

ア
キ
テ

ク

子
育
て
支
援
で
入
学
祝
い
金

﹁
多
品
種
・
小
ロ

ト
﹂の
販
売
強
化


年
２
月
期
売
上
高
予
想
２
％
増


年

東
日
本
で
店
売
り
ト

プ
シ

ア
へ

城北伸鉄

﹁
耐
火
物
産
業
﹂コ
ロ
ナ
で
操
業
停
止
命
令
は
誤
り

﹁
鉄
鋼
製
造
に
不
可
欠
な
資
材
﹂

世界耐火協が緊急声明

淀川製鋼所 子会社「福井ヨドコウ」設立

　鉄鋼　

ヤ
マ
ト
特
殊
鋼

副
社
長
に
三
浦
氏

︵
伊
藤
忠
丸
紅
鉄
鋼
︶

中
国
・
宝
山
鋼
鉄

国
内
ブ
リ
キ
販
価

５
月
も
据
え
置
き

ト
ピ

工
業

本
社
は
原
則
在
宅
勤
務

厚
板
シ
ヤ
工
組

の
通
常
総
会

都
内
に
会
場
変
更

し
規
模
も
縮
小

Ｊ
Ｆ
Ｅ
Ｓ
西
日
本
・
福
山

恒
例
の
フ

ス
中
止

鉄
ス
ク
ラ

プ

３
地
区
平
均

前
週
比

円
下
落

の
１
万

円

日
本
鉄
源
協

３
月
第
５
週

高
炭
素
線
材
製
品
輸
入

２
月
４
％
増

溶
接
材
料
出
荷

２
月
．
万


割
れ
の
低
水
準

最
終
益
．
億
円

ラ
テ

ヌ
サ

前

月
期

﹁
Ｓ
Ｓ
Ｗ
日
本
﹂が
延
期

コ
ベ
ル
コ
シ
ス
テ
ム
で

﹁
人
財
シ

ア

シ
ス
テ
ム
﹂稼
働

Ｓ
Ａ
Ｐ
ジ

パ
ン

訂
正

　
鉄
鋼
・
非
鉄
金
属
加
熱

炉
や
熱
処
理
炉
な
ど
を
手

掛
け
る
工
業
炉
メ

カ



中
外
炉
工
業
︵
本
社

・
大
阪
市
中

央
区
︶
の
社

長
に
４
月
１

日
付
で
就
任

﹁
当
社
の

強
み
で
あ
る
熱
技
術
︵
サ


モ
テ

ク
︶
を
核
と
し

て

新
し
い
価
値
を
創
造

し

社
会
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
企
業
の
繁
栄
と
社

員
の
幸
福
を
実
現
す
る
﹂

と
抱
負


　
中
外
炉
工
業
の
事
業
内

容
は

工
業
炉
な
ど
の
エ

ネ
ル
ギ

分
野

デ

ス

プ
レ

パ
ネ
ル
製
造
装
置

の
情
報
・
通
信
分
野

大

気
浄
化
設
備
な
ど
の
環
境

保
全
分
野
に
分
か
れ
て
い

る

幅
広
い
工
業
炉
や
付

帯
設
備
を
製
造
し

人
と

地
球
の
豊
か
な
未
来
を
創

造
す
る
技
術
立
社
を
目
指

し
て
い
る


年
３
月
期

は

年
度
に
受
注
し
た
銅

ス
ト
リ

プ
連
続
焼
鈍
ラ

イ
ン
や
鉄
鋼
向
け
省
エ
ネ

型
加
熱
炉
な
ど
の
工
事
が

順
調
に
進
ん
だ
た
め

売

上
高
３
７
５
億
円

経
常

利
益

億
円
の
増
収
増
益

を
見
込
ん
で
い
る


　
海
外
事
業
も
積
極
的
に

展
開
し
て
お
り

中
国


台
湾

タ
イ

イ
ン
ド
ネ

シ
ア

メ
キ
シ
コ
に
子
会

社
を
持
つ

グ
ル

プ
で


カ
国
以
上
の
地
域
に
鉄

・
非
鉄
に
関
す
る
製
造
設

備
を
納
入
し
て
い
る


﹁
ほ
と
ん
ど
の
海
外
拠
点

で
黒
字
が
拡
大
し
た

熱

技
術
を
通
し
て
世
界
各
国

の
技
術
進
歩
に
寄
与
し
て

い
く
﹂と
い
う
足
元
は


新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
な
ど
で
中
国
受
注
が

減
少
し
て
お
り

国
内
受

注
も
前
期
比
で
若
干
下
振

れ
し
て
い
る


　
今
後
に
つ
い
て
は

納

入
設
備
の
修
理
・
修
繕
だ

け
で
な
く
生
産
力
強
化
・

省
力
化
・
省
エ
ネ
ル
ギ


化
の
た
め
の
改
造
・
更
新

工
事
と
い

た
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
事
業
を
強
化
し
て
い

く
考
え

ま
た

現
有
商

品
を
ブ
ラ

シ

ア

プ

さ
せ
競
争
力
を
高
め
る


そ
し
て

環
境
に
配
慮
し

た
設
備
ニ

ズ

が
増
え
る
中


水
素
燃
焼
バ


ナ

な
ど
環
境
フ
レ
ン
ド

リ

な
技
術
や
設
備
の
実

用
化
に
向
け
た
研
究
開

発

ユ

ザ

と
の
共
同

開
発
を
よ
り
一
層
推
進
し

て
い
く

﹁
熱
技
術
が
必

要
な
プ
ロ
セ
ス
に
は
当
社

が
必
要
と
な
る

現
状
に

満
足
せ
ず

世
の
中
の
変

化
に
対
応
で
き
る
技
術
・

製
造
設
備
を
こ
れ
か
ら
も

手
掛
け
て
い
く
﹂と
話
す


　
趣
味
は
読
書

高
校
時

代
は
陸
上
部
で
ハ
ン
マ


投
げ
を
し
て
汗
を
流
し

た

好
き
な
言
葉
は
ダ


ウ

ン
の
﹁
生
き
残
る
こ

と
が
で
き
る
の
は

変
化

で
き
る
者
で
あ
る
﹂
　

　
　
　
︵
綾
部
　
翔
悟
︶

　
尾
崎
　
彰
氏
︵
お
ざ

き
・
あ
き
ら
︶
１
９
８

０
年
︵
昭

年
︶
大
阪

府
立
大
工
学
部
機
械
工

学
科
卒

中
外
炉
工
業

入
社

２
０
１
３
年
４

月
執
行
役
員


年
４

月
取
締
役
執
行
役
員



年
４
月
取
締
役
常
務

執
行
役
員


年
４
月

現
職

１
９
５
７
年
５

月

日
生

大
阪
府
堺

市
出
身


　
大
同
特
殊
鋼
︵
社
長
・
石
黒
武
氏
︶
は


自
社
の
ウ

ブ
サ
イ
ト︵https://www.d

aido.co.jp/

︶
の
日
本
語
版
を
全
面
リ
ニ



ア
ル
し
た

写
真

約

年
ぶ
り
の
一
新

で

同
社
の

Ｈ
Ｐ
を
見
た

こ
と
の
な
い

閲
覧
者
に
も

分
か
り
や
す

く

見
や
す

い
デ
ザ
イ
ン
内
容
と
し
て
い
る
の
が
特
徴


　
今
回
の
日
本
語
版
に
続
き

今
年
７
月
に

英
語
版
・
中
国
語
版
も
リ
ニ


ア
ル
す
る

予
定


生　産 出　荷 在　庫
溶 接 棒 ，（．），（　．） ，（　．）
フ ラ ッ ク ス ，（．），（．） （．）
ソ リ ッ ド ワ イ ヤ ，（．），（．） ，（　．）
フラックス入りワイヤ ，（　．），（　．） ，（　．）
合 計，（．），（．），（　．）

年２月の溶接材料実績
（単位：トン、カッコ内は前年同月比％、▼はマイナス）

＊合計は主要４品目以外も含んだ数値

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

を
受
け
て
非
常
事
態
宣
言
を
出
す
国
が

広
が
る
中
一
部
の
国
が
鉄
鋼
用
耐
火

物
メ

カ

に
操
業
停
止
命
令
を
出
し

て
い
た
問
題
で
世
界
耐
火
物
協
会︵
Ｗ

Ｒ
Ａ
︶は
こ
の
ほ
ど
﹁
耐
火
物
は
鉄
鋼

な
ど
各
種
産
業
の
操
業
を
支
え
る
不
可

欠
な
資
材
鉄
鋼
な
ど
と
と
も
に
重
要

産
業
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
﹂と
す
る
緊

急
声
明
を
ま
と
め
た
同
協
会
は
各
国
・

地
域
の
関
係
機
関
な
ど
に
声
明
を
送
付

し
理
解
を
求
め
て
い
く
方
針
だ


　
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
が
収
ま
ら
な

い
な
か
非
常
事
態
宣
言
や
都
市
封
鎖

指
示
を
出
す
国
が
広
が

て
い
る
こ

う
し
た
国
で
は
一
部
の
産
業
に
対
し


操
業
停
止
命
令
を
出
す
ケ

ス
が
出
て

い
る


　
関
係
者
に
よ
る
と

耐
火
物
メ

カ


に
対
し

こ
れ
ま
で
に
操
業
停
止
命

令
を
出
し
た
の
は
イ
ン
ド
や
イ
タ
リ

ア

米
国
の
一
部
州
な
ど

こ
う
し
た

国
で
は

﹁
国
民
の
安
心
・
安
全
を
守

る
産
業
﹂
と
し
て
鉄
鋼
業
の
操
業
を
認

め
る
一
方

鉄
鋼
製
造
に
欠
か
せ
な
い

耐
火
物
に
つ
い
て
は
﹃
操
業
容
認
﹄
の

カ
テ
ゴ
リ

か
ら
外
し
た
と
い
う


　
鉄
鋼
を
取
り
巻
く
サ

プ
ラ
イ
チ


ン
に
対

す
る
理
解
不
足
が

こ

う
し
た
矛
盾
し
た
政
策

に
つ
な
が

た
と
み
ら
れ

現
地
の
耐

火
物
メ

カ

が
説
明
す
る
と

操
業

停
止
を
解
除
し
た
ケ

ス
も
あ

た


　
た
だ

同
協
会
は

新
型
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
が
続
く
中
で

﹁
耐
火
物

に
対
す
る
無
理
解
に
よ

て

誤

た

政
策
が
今
後
も
出
て
こ
な
い
と
は
限
ら

な
い
﹂
と
し
て

耐
火
物
の
現
状
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め

声
明
を
ま
と
め

た

声
明
で
は

耐
火
物
業
界
が
ウ
イ

ル
ス
対
策
を
徹
底
し
て
い
る
こ
と
も
強

調
し
た


（３） （第三種郵便物認可）令和２年　（　　　年 　　　）　４月２日　（木曜日）

　
韓
国
ポ
ス
コ
グ
ル

プ

の
ポ
ス
コ
ケ
ミ
カ
ル
は
こ

の
ほ
ど

先
月

日
開
催

の
理
事
会
で
人
造
黒
鉛
系

負
極
材
の
生
産
工
場
の
新

設
を
決
め
た

と
発
表
し

た

投
資
額
は
２
１
７
７

億
︵
約
１
９
４
億
円
︶

同
社
は
今
回
の
投
資
の
ほ

か

２
次
電
池
材
料
の
増

産
投
資
を
進
め
て
お
り



年
に
は
天
然
黒
鉛
系
負

極
材
で
年
産

万
５
千



人
造
黒
鉛
系
で
１
万

６
千


正
極
材
で
９
万


に
ま
で
生
産
能
力
を
拡

大
す
る
予
定
だ

新
工
場

建
設
に
よ
り

正
極
材
と

天
然
黒
鉛
系
負
極
材
に
続

き

人
造
黒
鉛
系
負
極
材

を
製
品
の
ポ

ト
フ

リ

オ
に
加
え
る
こ
と
で

グ

ロ

バ
ル
二
次
電
池
市
場

に
お
け
る
総
合
素
材
メ


カ

と
し
て
の
地
位
を
さ

ら
に
強
化
し
て
い
く


　
新
設
す
る
負
極
材
工
場

は
年
産
１
万
６
千

規

模

浦
項
市
の
産
業
団
地

内
に
立
地
す
る

敷
地
面

積
は
約
７
万
９
千
平
方


で

今
年
中
に
は
着
工
を

始
め
て


年
の
稼
働
を

目
指
し
て
い
く


　
人
造
黒
鉛
系
負
極
材
は

そ
の
原
料
と
工
程
特
性
に

よ
り

天
然
黒
鉛
系
製
品

に
比
べ

内
部
構
造
が
一

定
で
安
定
し
て
い
る

寿

命
が
長
く

急
速
充
電
に

有
利
で
あ
り

電
気
自
動

車
の
バ

テ
リ

な
ど
に

主
に
活
用
さ
れ
て
い
る


　
同
社
は
人
造
黒
鉛
の
原

料
で
あ
る
針
状
コ

ク
ス

を
子
会
社
か
ら
安
定
的
に

供
給
さ
れ
て
お
り

グ
ル


プ
で
一
貫
生
産
す
る
こ

と
で
収
益
性
と
付
加
価
値

を
高
め
て
い
く

同
社
は

﹁
電
気
自
動
車
向
け
二
次

電
池
の
市
場
見
通
し
が
今

後

年
の
間
に

倍
以
上

に
成
長
す
る
と
予
測
さ
れ

る

人
造
黒
鉛
系
負
極
材

の
需
要
も
急
増
す
る
見
通

し
だ
﹂
と
し

生
産
能
力

を
増
強
す
る
こ
と
で
飛
躍

的
な
成
長
が
見
込
め
る
電

池
市
場
で
の
シ

ア
拡
大

を
目
指
し
て
い
く


　
５
月
１
日
付
で
伊
藤
忠

丸
紅
鉄
鋼
の
１
０
０
％
子

会
社
と
な
る
ヤ
マ
ト
特
殊

鋼
︵
本
社
・
東
京
都
江
東

区
社
長
・
藤
原
久
芳
氏
︶

は

同
日
付
で
三
浦
良
典

・
浙
江
日
新
華
新
頓
精
密

特
殊
鋼
副
総
経
理
を
副
社

長
と
し
て
迎
え
入
れ
る


　
中
国
・
宝
山
鋼
鉄
は


５
月
の
国
内
ブ
リ
キ
販
売

価
格
を
前
月
並
み
に
据
え

置
く
と
取
引
先
に
通
知
し

た
よ
う
だ

諸
コ
ス
ト
が

高
止
ま
り
す
る
中

前
月

に
続
く
横
ば
い
で
改
め
て

採
算
改
善
へ
の
姿
勢
を
示

し
た
と
み
ら
れ
る


　
磨
棒
鋼
大
手
の
城
北
伸
鉄︵
本
社
・
埼
玉
県
東
松
山
市
社
長
・
榎
本
淳
也

氏
︶は
１
日
第

期
経
営
計
画
発
表
会
を
各
事
業
部
に
向
け
て
録
画
形
式
で

開
催
し
た
計
画
に
よ
る
と
２
０
２
１
年
２
月
期
の
業
績
予
想
を
売
上
高


億
８
３
０
０
万
円︵
前
期
比
２
％
増
︶経
常
利
益
８
千
万
円︵
同

％
減
︶販

売
量
は
２
万
７
１
２
６
︵
同
１
・
６
％
増
︶を
見
込
ん
で
い
る


　
ト
ピ

工
業
︵
社
長
・

高
松
信
彦
氏
︶
は
先
月


日
か
ら
本
社
従
業
員
を
対

象
に
原
則
在
宅
勤
務
と
し

て
い
る

期
間
は
４
月


日
ま
で
の
予
定

ま
た


海
外
出
張
は
６
月

日
ま

で
禁
止
と
し

国
内
出
張

︵
１
０
０


以
上
︶
や

セ
ミ
ナ


展
示
会

会

食
・
懇
親
会
な
ど
へ
の
参

加
は
４
月

日
ま
で
原
則

禁
止
と
し
て
い
る

会
議

や
打
ち
合
わ
せ
は
ウ

ブ

や
電
話
会
議
な
ど
を
活
用

し
て
行

て
い
る


　
全
国
厚
板
シ
ヤ
リ
ン
グ

工
業
組
合︵
理
事
長
・
石
原

慶
明
Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
材
社
長
︶

は

５
月

日
に
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

広
島
で
開
催
を
予
定
し
て

い
た
通
常
総
会
に
つ
い

て
会
場
を
都
内
に
移
し


規
模
を
縮
小
し
て
行
う
こ

と
を
臨
時
理
事
会
で
決
定

し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ


ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を

考
慮
し

予
定
し
て
い
た

総
会
後
の
懇
親
会
そ
の
他

行
事
は
中
止
と
し
た


　
変
更
後
の
会
場
は
﹁
Ａ

Ｐ
東
京
八
重
洲
通
り
﹂

︵
東
京
都
中
央
区
京
橋
１




７
Ｋ
Ｐ
Ｐ
八
重
洲

ビ
ル
︶

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ

ル
西
日

本
製
鉄
所
・
福
山
地
区
は

５
月
１
０
日
に
構
内
で
開

催
予
定
し
て
い
た
﹁
２
０

２
０
Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本
フ


ス
タ

ふ
く
や
ま
﹂
の
中

止
を
決
定
し
た

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
受
け

来
場
者
の
健

康
・
安
全
を
最
優
先
と
し

て
開
催
中
止
と
判
断
し

た


　
日
本
鉄
源
協
会
が
ま
と

め
た
３
月
第
５
週
の
鉄
ス

ク
ラ

プ
３
地
区
平
均
市

況
︵
Ｈ
２

メ

カ

炉

前
︶
は
１
万
８
２
０
０
円

で
前
週
比
３
０
０
円
下
落

と
な

た

値
下
が
り
は

２
週
間
ぶ
り


　
地
区
別
の
価
格
は

関

東
が
１
万
８
８
０
０
円
で

前
週
比
２
０
０
円
安

中

部
が
１
万
６
２
０
０
円
で

同
５
０
０
円
安

関
西
が

１
万
９
５
０
０
円
で
同
４

０
０
円
安
と

す
べ
て
値

下
が
り
し
た


　
財
務
省
の
通
関
統
計
に

よ
る
と

２
月
に
お
け
る

高
炭
素
線
材
製
品
の
輸
入

量
は

前
年
同
月
比
４
・

２
％
増
の
１
万
４
８
４
０


だ

た

前
月
に
続
い

て
品
種
間
で
増
減
が
混
在

す
る
中

構
成
比
率
が
高

い
鋼
よ
り
線
が
２
け
た
増

を
記
録
す
る
な
ど
小
幅
な

が
ら
一
昨
年

月
か
ら


カ
月
連
続
の
プ
ラ
ス
と
な


た


　
品
種
別
で
は

鋼
よ
り

線
が

・
５
％
増
の
５
２

３
５


鋼
索
が

・
２

％
減
の
１
５
９
９


単

線
が
全
体
で
９
・
５
％
増

の
７
９
１
６


単
線
の

う
ち

硬
鋼
線
が
１
・
２

％
増
の
１
９
８
２


そ

の
他
硬
鋼
線
が

・
６
％

減
の



亜
鉛
め

き

鋼
線
が
２
倍
の
１
９
９
４



そ
の
他
の
め

き
鋼

線
が
６
％
減
の
３
８
９
５


と
増
減
の
動
き
が
分
か

れ
た


　
年
間
を
通
じ
て
プ
ラ
ス

で
推
移
し
た
こ
と
を
受

け

昨
年
４
月
か
ら
今
年

２
月
ま
で
の
累
計
は
前
年

同
期
比

・
２
％
増
の


万
４
８
６
３

と

２
０

１
９
年
度
は
１
カ
月
を
残

し
て
一
昨
年
の
水
準
を
超

え
た
格
好
だ


　
同
時
に
集
計
し
た
２
月

に
お
け
る
高
炭
素
線
材
の

輸
入
量
は

前
年
同
月
比


・
８
％
減
の
２
０
８
５



国
別
で
は
韓
国
が


・
３
％
減
の
５
４
８



中
国
が

・
５
％
増
の
１

５
３
７

と
対
照
的
な
数

量
と
な

た

入
着
価
格

は
平
均
で
７
万
１
７
０
０

円
と
前
月
よ
り
１
８
０
０

円
下
が

た


　
高
炭
素
線
材
を
め
ぐ


て
は

昨
年
４
月
か
ら
２

月
ま
で
の
合
算
が
２
万
８

４
１
３

と

年
度
の
年

計
︵
２
万
８
９
５
７

︶

に
並
び


年
度
は
高
炭

素
線
材
製
品
と
同
様
に
３

月
の
実
績
が
加
わ
る
こ
と

で
大
幅
な
増
加
と
な
る
見

込
み
だ


　
日
本
溶
接
材
料
工
業
会

︵
会
長
・
山
本
明
神
戸
製

鋼
所
専
務
執
行
役
員
溶
接

事
業
部
門
長
︶
が
ま
と
め

た

２
月
に
お
け
る
溶
接

材
料
の
出
荷
量
は

前
年

同
月
比

・
９
％
減
の
１

万
７
８
２
１

だ

た


前
月
に
続
い
て
主
な
品
種

が
相
次
い
で
前
年
同
月
に

届
か
ず

前
月
と
並
び
２

万

を
下
回
る
低
水
準
と

な

た


　
品
種
別
の
内
訳
は

溶

接
棒
が
８
・
６
％
減
の
２

０
３
２


フ
ラ

ク
ス

が

・
５
％
減
の
１
２
２

０


ソ
リ

ド
ワ
イ
ヤ

︵
Ｓ
Ｗ
︶
が

・
４
％
減

の
６
９
２
５


フ
ラ


ク
ス
入
り
ワ
イ
ヤ
︵
Ｆ
Ｃ

Ｗ
︶
が
８
・
７
％
減
の
６

５
１
７

な
ど

出
荷
の

低
下
が
響
き

生
産
も
全

体
で

・
２
％
減
の
１
万

８
３
５
９

と
大
き
く
落

ち
込
む
一
方

月
末
在
庫

は

・
４
％
増
の
２
万



に
膨
ら
ん
だ


　
一
方
で
財
務
省
の
貿
易

統
計
に
よ
る
と

２
月
は

輸
出
量
が

・
７
％
減
の

２
２
５
３


輸
入
量
が


・
８
％
減
の
４
４
２
５


と

前
月
に
次
い
で
前

年
同
期
の
水
準
を
越
え
ら

れ
な
か

た


　
溶
接
材
料
の
出
荷
を
め

ぐ

て
は

２
０
１
９
年

度
に
お
い
て
上
期
︵

年

４
月

９
月
︶
の
時
点
で

前
年
同
期
を
６
％
余
り
超

え
る
水
準
で
折
り
返
し
た

も
の
の

夏
場
以
降
は
好

調
な
出
荷
を
支
え
て
き
た

建
築
鉄
骨
向
け
が
端
境
期

に
入

た
こ
と
で
漸
減
に

シ
フ
ト

以
降

国
内
外

と
も
関
連
需
要
は
軒
並
み

精
細
を
欠
き

今
年
２
月

に
は
累
計
で
前
年
同
期
を

０
・
６
％
下
回

た


　
市
場
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ

ル
ス
の
感
染
拡
大
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中


年
度
ベ

ス
で
は
前
年
に

続
い
て
マ
イ
ナ
ス
の
公
算

が
大
き
く
な

て
き
た


　
日
本
製
鉄
系
で
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
ブ
リ
キ
メ

カ



ラ
テ

ヌ
サ
が
公
表

し
た

年

月
期
決
算

は

最
終
損
益
が
２
６
８

万

の
黒
字
︵
約
２
億
８

千
万
円

前
期
は
１
５
３

万
７
千

の
赤
字
︶
だ


た

年
間
を
通
じ
て
国
内

の
市
場
が
安
定
推
移
す
る

中

一
段
と
生
産
工
場
の

製
造
効
率
が
向
上

売
上

高
は
１
億
６
３
０
０
万


︵
約
１
７
５
億
３
千
万

円

前
期
は
１
億
６
千
万


︶
を
計
上
し
た


　
６
月
に
東
京
で
開
催
予

定
だ

た
﹁
２
０
２
０
年

ス
テ
ン
レ
ス
・
ス
チ

ル

・
ワ

ル
ド
・
ジ

パ
ン
﹂

が

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
影
響
で
延
期
さ
れ
る

こ
と
に
な

た

欧
米
で

著
名
な
ス
テ
ン
レ
ス
関
連

の
国
際
技
術
会
議
・
展
示

会
︵Stainless Steel W

orld Conference & Ex
po

︶
が
日
本
で
初
開
催

さ
れ
る
と
あ

て

ス
テ

ン
レ
ス
業
界
関
係
者
の
関

心
は
高
い


　
今
期
の
前
半
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
い

自
動
車
や
建

機
を
中
心
と
し
た
需
要
先

の
景
気
回
復
見
通
し
が
つ

か
ず

終
息
以
降
の
年
度

後
半
に
景
気
の
回
復
が
期

待
で
き
る
と
予
想

物
流

コ
ス
ト
の
上
昇
が
今
後
も

続
く
中
で

今
期
も
引
き

続
き

﹃
多
品
種
・
小
ロ


ト
﹄
の
販
売
を
強
化
す

る
と
と
も
に
﹃
高
品
質
・

高
付
加
価
値
﹄を
追
求
し


２
０
２
５
年
に
は
東
日
本

の
店
売
り
市
場
で﹁
ト


プ
シ

ア
を
目
指
す
﹂︵
榎

本
社
長
︶方
針
だ


　
今
期
の
設
備
投
資
に
つ

い
て
は

老
朽
化
し
た
工

場
・
倉
庫
の
対
策
を
検
討

し
て
い
る


　
な
お
前
２
月
期
実
績

は

売
上
高
が

億
７
６

０
０
万
円
︵
前
期
比
９
・

４
％
減
︶
経
常
利
益
は

１
億
６
０
０
万
円
︵
同


・
１
％
減
︶
販
売
量
が

２
万
４
６
４
０

︵
同


・
４
％
減
︶
だ

た

自

動
車
関
連
を
中
心
と
し
た

磨
棒
鋼
の
需
要
先
が
低
調

に
推
移
し
た
ほ
か

取
引

先
の
生
産
・
在
庫
調
整
で

受
注
が
大
き
く
減
少
し

た


　
財
務
省
︵
貿
易
統
計
︶

に
よ
る
と

２
月
の
普
通

線
材
輸
入
は
１
万
８
０
７

９

だ

た

前
年
同
月

比
で
は

・
６
％
増
と
な

り
３
カ
月
ぶ
り
に
前
年
増

に
転
じ
た

新
型
肺
炎
の

感
染
拡
大
で
中
国
や
韓
国

か
ら
の
輸
入
が
減
少
す
る

と
の
見
方
が
あ

た
が


前
年
並
み
の
水
準
を
維
持

し
た
か
た
ち
だ


　
国
別
で
は

韓
国
が
１

万
６
８
４

︵
線
径
６


超
が
９
０
９
６


線
径

６

未
満
は
１
５
８
８


︶
と
な
り

４
カ
月
連

続
し
て
ト

プ
シ

ア
を

維
持
し
た

こ
の
う
ち


％
を
占
め
た
線
径
６

超

の
平
均
単
価
︵
Ｃ
Ｉ
Ｆ
価

格
︶
は
ト
ン
５
万
６
千
円

で
前
月
比
２
１
０
０
円
下

落
し
た


　
中
国
は
５
０
３
１


︵
線
径
６

超
が
２
６
３

４


線
径
６

未
満
は

２
３
９
７

︶
だ

た


こ
の
ほ
か
ベ
ト
ナ
ム
は
１

９
０
０

︵
線
径
６

超

が
１
８
０
９



線
径
６


未
満
は



︶と
な
り


６

超
の
平

均
単
価
は
５

万
４
２
０
０

円
で
国
別
で

は
最
安
価
格

と
な

た


　
普
通
線
材

以
外
で
は


ボ
ロ
ン
線
材

が
６
１
１


ク
ロ
ム
添

加
鋼
を
含
む
そ
の
他
合
金

鋼
棒
線
は
４
８
７
９



ク
ロ
ム
線
材
は
中
国
が
３

６
０
９

︵
平
均
単
価
は

５
万
８
２
０
０
円
︶
と
多

数
を
占
め
た


　
な
お
線
材︵
普
通
線
材


ボ
ロ
ン
線
材

合
金
鋼
棒

線
︶
の
総
計
で
は
２
万
３

５
６
９

だ

た


︿
１
面
に
関
連
記
事
﹀

　
関
東
地
区
の
大
手
ア
ン

カ

ボ
ル
ト
メ

カ



ア
キ
テ

ク︵
本
社
・
埼
玉

県
八
潮
市
社
長
・
秋
山
孝

広
氏
︶は
今
春
も
従
業
員

８
人
に
入
学
祝
い
金
な
ど

︵
総
額
１
４
０
万
円
︶を
支

給
し
た
入
学
祝
い
金
は

２
０
０
２
年
以
来
次
世

代
育
成
・
子
育
て
支
援
の

福
利
厚
生
策
と
し
て
継
続

し
て
い
る


　
同
社
で
は
毎
春
従
業

員
家
族
が
学
校
へ
入
学
す

る
祝
い
金
と
し
て
小
・
中

学
校
は

万
円
高
校
が


万
円
大
学
・
専
門
学
校

は

万
円
を
支
給
ま
た

同
時
に
出
産
祝
い
金

万

円
も
支
給
し
て
い
る


　
ま
た
昨
年
か
ら
は
新
た

な
福
利
厚
生
と
し
て

社

内
で
出
張
整
体
を
施
術
で

き
る
制
度︵
毎
週
水
曜
日


１
人

分

社
員
負
担
１

千
円
会
社
負
担
２
千
円
︶

も
設
立
し
た


　
雇
用
に
つ
い
て
は

１

日
付
で
３
人
を
正
社
員
と

し
て
途
中
採
用
す
る
と
と

も
に

延
長
雇
用
で
は
今

期
も

歳
の
２
人
が
再
雇

用
を
継
続
す
る

新
入
社

員
の
う
ち
２
人
は
２
世


３
世
社
員
で
あ
り

家
族

が
世
代
で
社
員
と
な
る
の

は

人
︵

人
中
︶
と
な


た


　
秋
山
社
長
は
﹁
当
社
は

離
職
者
も
少
な
い

延
長

雇
用
も
本
人
が
希
望
す
れ

ば
何
歳
ま
で
で
も
働
け
る

環
境
を
整
備
し
て

離
職

率
の
低
下
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
﹂
と
し
て
い
る


　
有
給
休
暇
取
得
率
の
向

上
に
も
注
力
し
て
お
り


２
０
１
９
年
度
は
前
期
比



ア

プ
の

％
と
な


た

端
境
期
と
な
る
２


５
月
の
間
に
連
続
５
日

間
の
有
休
取
得
と
併
せ

て

年
間

日
以
上
の
取

得
を
推
奨
し
て
い
る


　
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
大
手
の

Ｓ
Ａ
Ｐ
ジ

パ
ン
︵
本
社

・
東
京
都
千
代
田
区
︶
は

１
日

コ
ベ
ル
コ
シ
ス
テ

ム︵
社
長
・
田
野
美
雄
氏
︶

で
人
財
シ

ア
リ
ン
グ
プ

ラ

ト
フ


ム
﹁
Ｓ
Ａ

Ｐ
フ


ル
ド
グ
ラ
ス
﹂

が
稼
働
し
た
と
発
表
し

た


　
同
シ
ス
テ
ム
で
は

要

員
確
保
の
プ
ロ
セ
ス
が
効

率
化
さ
れ

職
種
や
契
約

条
件

評
価
な
ど
人
材
情

報
の
見
え
る
化
や
Ｉ
Ｔ
プ

ロ
ジ

ク
ト
の
要
員
確
保

を
迅
速
化
で
き
る

昨
年


月
に
本
稼
働
し
た


　
コ
ベ
ル
コ
シ
ス
テ
ム
は

Ｓ
Ａ
Ｐ
製
品
を
導
入
す
る

と
共
に

自
社
で
使
用
し

た
知
見
を
外
販
で
も
生
か

し
て
い
く
考
え


　
淀
川
製
鋼
所

は
１
日

福
井

県
坂
井
市
に
子

会
社
﹁
福
井
ヨ

ド
コ
ウ
﹂
を
設

立
し
た

資
本

金
は
１
億
円


淀
川
製
鋼
所
が

１
０
０
％
出
資

し

エ
ク
ス
テ

リ
ア
商
品
の
製

造
加
工
な
ど
を

手
掛
け
る


　
淀
川
製
鋼
所
は
現
在
大

阪
工
場
で
生
産
し
て
い
る

エ
ク
ス
テ
リ
ア
商
品
の
一

部
に
関
し
て

同
社
福
井

事
業
所
の
遊
休
地
に
そ
の

生
産
機
能
を
移
転
し

生

産
と
物
流
体
制
の
一
新
を

図
る
べ
く

工
場
建
設
な

ど
の
準
備
を
開
始
し
て
い

る

こ
れ
に
伴
い

﹁
福

井
ヨ
ド
コ
ウ
﹂
を
設
立
し

た


　
財
務
省
︵
貿
易
統
計
︶

に
よ
る
と

２
月
の
溶
融

亜
鉛
め

き
鋼
板︵
Ｇ
Ｉ
︶

輸
入
は
４
万
７
４
３

と

な

た

前
年
比
で
は


・
３
％
減
と
な

た
も
の

の

２
月
単
月
で
は
過
去


年
間
で

年
に
次
ぐ
高

水
準
と
な

た

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
い
中
国
で
は
旧
正

月
が
延
期
さ
れ
た
に
も
関

わ
ら
ず

Ｇ
Ｉ
の
輸
入
は

高
水
準
が
継
続
し
た
か
た

ち
だ


　
１

２
月
累
計
で
は
前

年
同
期
比
５
・
８
％
増
の


万
９
９
２


平
均
単

価
︵
Ｃ
Ｉ
Ｆ
価
格
︶
は
前

月
比
ト
ン
５
０
０
円
高
の

７
万
６
千
円
で

３
カ
月

ぶ
り
に
小
幅
な
が
ら
上
昇

し
た


　
国
別
で
は

韓
国
が
前

年
同
月
比

・
８
％
減
の

２
万
２
４
５
８


平
均

単
価
は
前
月
比
３
０
０
円

高
の
７
万
６
７
０
０
円
だ


た
中
国
は
同

・
４
％

減
の
１
万
４
１
６
０



平
均
単
価
は
前
月
比
１
１

０
０
円
続
落
し

７
万
９

０
０
円
と
な

た

２
０

１
７
年
２
月
以
来
３
年
ぶ

り
の
安
値
水
準

こ
の
ほ

か
主
要
輸
出
先
の
台
湾
は

同

・
３
％
減
の
４
０
４

２


平
均
単
価
は
前
月

比
１
７
０
０
円
安
の
８
万

１
９
０
０
円
だ

た


　
中
国
で
は
旧
正
月
明
け

以
降

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

内
需
低
迷
に
伴
い

Ｇ
Ｉ

価
格
の
下
落

が
加
速
し
て

い
る

３
月

第
５
週
目
の

Ｇ
Ｉ
市
況

︵
上
海
市

場
︶
は
ト
ン

３
９
０
０
人

民
元
際
︵
約

５
万
９
千

円

１
人
民

元


・
２

円
で
換
算
︶

の
水
準
に
ま

で
値
下
が
り
し
て
お
り


３
月
以
降
の
対
日
輸
出
価

格
も
下
落
す
る
公
算
が
高

ま

て
い
る


　
４
月
１
日

付
８
面
の
淀

川
製
鋼
所
人
事
異
動
で
部

長
級
氏
名
で
誤
植
が
あ
り

ま
し
た
お
わ
び
し
ま
す


正
し
く
は
以
下
の
通
り
で

す


　
▽
営
業
本
部
営
業
二
部

長
︵
営
業
本
部
営
業
二
部

担
当
部
長
︶
日

朗


